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研究テーマ
• 非線型偏微分方程式
• Navier-Stokes 方程式

研究テーマの概要
非線型偏微分方程式, 特に流体力学の基礎方程式である Navier-Stokes方程式に関心をもっている.

偏微分方程式の世界は広大で, 物理や幾何等に起源をもつ重要な方程式個々がおのおの固有な数学的
性質をもつので, その方程式に相応しい精密な解析を行うことで, 解の特性についての最も深い結果
が得られる. このように深く掘り下げられた各論の蓄積がいずれ偏微分方程式論の新展開を促すはず
である.

流体の問題は媒質自身が運動するために, 本質的に非線型である. その一方で, 非線型問題の解析に
必要な線型問題 (例えばある定常流の周りで線型化した問題) においてすでに, 数学的に難しい構造が
現れることが多いのも, 流体の基礎方程式の特徴である. さらに, 媒質が占める領域の特性によって
も解の性質が変化しうる. 例えば, 壁の隙間をぬける流れ [11] や障害物をよぎる流れ [12], 流体と物
体の運動の相互作用 [8, 3] 等は大変興味深く, それぞれの状況での数学解析, 特に解の時空漸近挙動
[1, 2, 4, 5, 6] および stability [9]/attainability [7] を研究している.
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学生へのメッセージ
博士前期課程における少人数クラスの主題として,

(1)偏微分方程式論の体系において基本的な2階楕円型方程式の初等的理論
(2)半群理論に代表される関数解析的アプロ一チによる偏微分方程式の研究方法
(3)スペクトル解析等による発展方程式の解の長時間挙動の導出
(4)Navier-Stokes 方程式の定常/非定常問題の数学解析
が挙げられる. これらは密接に関連していて, 古典的な話から研究の最前線へと繋がって行く. テキ
ストとして例えば,
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Springer, 1977.
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Steady Problems, Second Edition, Springer, 2011.
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後期課程に進んで研究者を志す場合には, 関連の論文も輪講の題材とする. 博士後期課程では, 流体
力学の基礎方程式を中心に, 非線型偏微分方程式の研究指導を行う. 将来, 研究者として自立し成功す
るには, 独自の問題意識を育みながら粘り強く独力で解決する力を養うことが肝要で, そのためには
私の研究の主題から多少距離をおいたほうがよい.


